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　さて，二枚橋⑵遺跡は5 ,784平方メートルが発掘され，台地上の 2 箇所の集石遺構（縄
文晩期後半）を中心に，その周囲の斜面の遺物包含層から構成されている。層位は第Ⅰ層
から第Ⅵ層に大別され，そのうちの第Ⅳ層が土面や土偶を含む縄文晩期の遺物包含層に相
当し，さらにそれが B⊖1層から B⊖4層の 4 層に，それぞれのあいだに遺物をあまり含ま
ない Y⊖1から Y⊖4層をはさむかたちで細分される。20点の土面のうち，最も新しい第Ⅳ
B⊖1層から出土したものが10点（同一個体として認定できる資料が 2 点あるので，以下，
9 点として算定する），以降，年代が古くなるに従って，第Ⅳ B⊖2層のものが 1 点，第Ⅳ





ように，第Ⅳ B⊖1層では依光器型土面第一類が 6 点（図 2 ⊖ 1 ～ 6 ），同第二類が 3 点





















ないまでも耳部を備えたものが主体をなす一方で（図 2 ⊖ 1 ～ 2 ・ 4 ～ 7 ・11・13），米
代川流域と同様に耳部を有さないものも存在する（図 2 ⊖ 3 ・ 9 ・10・12）。第二類にお








方で第Ⅳ B⊖1層出土の土面については，朱塗り（図 2 ⊖ 1 ・ 3 ～ 7 ），耳孔や額孔（図 2 ⊖








































































4 4 4 4 4 4
の土偶の存在を意味するものではなく，
仮面と共通した顔部を有する土偶が存在するということである。第Ⅳ B⊖1層の資料とし






しては，中空依光器 a 形土偶（図 3 ⊖ 1 ・ 2 ），中実依光器形土偶（図 3 ⊖ 3 ），腰のパン
ツ状文様以外は無文の中実 a 形土偶（図 3 ⊖  15），岩版・土版（図 3 ⊖  17・18）と同じ体
部文様を有する中実 b 形土偶（図 3 ⊖ 4 ），x 字形土偶（図 3 ⊖ 8 ・ 9 ），省略形土偶（図
3 ⊖  11）などが存在する。その他に，中実 a 形土偶の身体を屈曲させたものが屈折像土偶
第一類（図 3 ⊖ 6 ）・同第二類（図 3 ⊖ 7 ）ともに存在する。また注目されるのが，x 字形














中空依光器 b 形土偶 ＋
中実依光器形土偶
中実 a 形土偶 ＋





（図 3 ⊖ 4 ）は，無文帯ではあるが広い額部，依光器と言っても上辺部のみの眼帯，その
眼帯から伸びた写実的な鼻，尖った顎，B 突起で表現した耳部をもつ点で，依光器型第一
類土面の特徴を共有する。そして，板状の後頭部の中央にも B 突起が縦位に施文され，






（図 4 ⊖ 1 ・ 3 ・ 4 ），頰部への三叉文状の削り込み（図 4 ⊖ 1 ・ 3 ・ 4 ），後頭部の突起の
存在（図 4 ⊖ 1 ・ 3 ・ 4 ），体部への岩版・土版文様の施文（図 4 ⊖ 1 ～ 3 ）など，中実 b






成されるものではなく，上記であげたような大洞 C1 期から同 C2 期の資料に加えて，大
洞 A 期から同 A＇期のもの（図 3 ⊖  10・12～14）までが含まれている。おそらく，大洞 C2 
期以降の土偶組成においては，上述のような大洞 C1 期までの土偶型式間の細かな区分が
崩れていき，幾つもの型式が合一していったと考えられる。そのなかで注目されるのが，








は，晩期後葉には中空依光器 a 形土偶と中空依光器 b 形土偶の区別も消滅してしまった
可能性も考えられよう。
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